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2020年5月26日（火）の15：20 ～ 16：20にかけて、Zoomにて「新
任教員による研究発表会」が開催された。本会は「専任教員による研
究発表会」（昨年度は7月23日に開催）と同様に、国際文化研究科に
おけるFD活動の一環として企画されたものである。その主たる目的
は「FICオープンセミナー」を学部と共催し、大学院所属の専任教員
が自身の研究分野について発表を行うことを通じて、大学院生のみな
らず学部生にも、大学院における研究活用の一環を知ってもらうこと
にあった。加えて、今回の新しい取り組みとしては、まずコロナ禍で
の研究発表会としてZoom上での開催としたことが挙げられる。さら
に「他の学部・研究科」だけでなく「一般」にも公開することで、よ
り広く研究科の研究活動などを知らしめることも目指された。
今回の発表会では、2020年度に着任された専任教員である石森大
知先生の1名による発表がなされた。出席者は約20名であり、専任教
員、大学院生、学部生（国際文化、人間環境）、一般参加の高校生な
どで構成された。
当日は、まず司会の廣松より簡単なご紹介を行った後、石森大知先
生より「メラネシアの宗教運動論の再検討：ソロモン諸島ニュージョー
ジア島の事例から」というタイトルでご発表が行われた。ご専門であ
る文化人類学の観点から、これまでに実施された調査状況やその結果
について、豊富な資料とともに解説がなされた。発表冒頭より、そも
そもメラネシアの調査地（ニュージョージア島）でフィールドワーク
を行うために、事前に多大な労力と準備が必要であったことが分かり、
驚きを隠せなかった。とりわけ、調査地域の言葉については、現地の
人々との交流から学んでいったという経緯は文化人類学の調査・研究
における大きな特徴であり、魅力であることが分かった。
さらに、発表ではメラネシアの宗教運動論、特に当該地域における
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「クリスチャン・フェローシップ教会（CFC）」の社会的機能に注目
しつつ、その組織の系譜・信仰形態・「連帯（kineke）」の意味合いと
いった複数の観点から論じられた。とりわけ、現地における「植林プ
ロジェクト」をきっかけとして、新たな社会的紐帯の再構築に向けて
動き始めたCFCの葛藤・取り組みは、非常に興味深く聞いた。この
点については、先生の著作である『生ける神の創造力―ソロモン諸島
のクリスチャン・フェローシップ教会の民族誌』（2011）により詳し
いことをここに記しておきたい。
このような専門的内容に加えて、調査後も続く現地の人々との交流
の紹介もなされた。そのような部分からは、専門的研究（研究上の関
係）だけでなく、より全人的な関係・交流の構築に向けた着実な積み
重ねが見え隠れし、専任教員のみならず学生たちにとっても非常に示
唆的なご発表であったと思う。
以上のような発表がなされた後、そのままZoom上にて質疑応答の時
間を設ける計画もあった。が、しかし今回は初めてのZoom研究会とい
うこともあり、また時間的制限もあったためメールでの質疑応答を行う
こととした。具体的には、廣松に送られてきた質問・コメントを石森先
生に送付し、その後の先生同士のやり取りをメーリングリスト上で行っ
た。ただし、この質疑応答に関していえば、やはりZoom上で実施した
方がより多くの参加者が議論を見聞きすることができるであろうことか
ら、今後の方針としては検討するべき点であろうと思う。
最後に、今回の石森先生のご発表を通じて、どのような専門・研究関
心を有した先生と今後一緒に勤務することになるかについて改めて認識
ができたこと、特に実際にお会いする機会がない現今の状況でそのよう
な機会を作れたことは、非常に有意義であったといえる。今後とも、継
続的にこのような研究発表会を開催することで、専任教員による研究成
果を互いに確認し合える場を維持できることを祈るばかりである。
 （文責：廣松勲）
